
東京都多摩市の概要

地方議会活性化シンポジウム2018 岩永ひさか

人口 人口 148,855人（男 72,977人／女 75,878人）
世帯数 71,831世帯 高齢化率 28.05％ 平成30年10月1日状況

議員定数 26人（男 15人／女 11人）

期数別 9期 1人（1人）
7期 1人（1人）
6期 2人（1人）
5期 3人（2人）
4期 4人（1人）
3期 3人（1人）
2期 4人（1人）
1期 8人（3人）

議員報酬 49万4500円
（市長報酬 95万 600円）
政務活動費 月額 2万6000円／1人

議会
一般会計 53,240,000千円
特別会計 29,051,400千円
合計 82,291,400千円

経常収支比率 97.2％
公債費負担比率 5.4％
財政力指数 1.138（平成29年度決算状況速報値）

議会費 396,361千円（一般会計総額の0.74％）

財政規模

多摩市

位置・アクセス・他
新宿から約30分

市域面積（約21k㎡）の6割が
多摩ニュータウン地域
人口の約7割が
ニュータウン地区住民

市制施行 昭和46年11月1日

平成22年9月
都内初 議会基本条例制定

平均年齢
55歳



多摩市議会女性議員数の歩み。
選挙実施年 定数 女性 メモ 選挙実施年 定数 女性 メモ

昭和26年4月
村議会（2代） 22人 1人 初の女性議員

1期のみ 平成3年5月 30人 7人

昭和38年5月
町議会（5代） 20人 1人 平成7年5月 28人 8人

昭和42年5月 20人 3人 平成11年5月 28人 9人

昭和46年5月
市議会（7代） 26人 3人 市制施行 平成14年4月

補欠選挙 28人 11人 初の女性市長誕生
（平成14年～22年）

昭和50年5月 30人 3人 定数が明記 平成15年5月 26人 9人

昭和54年5月 30人 3人 初の女性副議長
（昭和54年～56年） 平成19年5月 26人 10人 初の女性議長誕生

（平成21年～25年）

昭和58年5月 30人 4人 女性副議長
（昭和58年～60年） 平成23年5月 26人 10人 女性副議長

（平成25年～27年）

昭和62年5月 30人 6人 平成27年5月 26人 10人 女性副議長
（平成27年～29年）

平成30年4月
補欠選挙 26人 11人

市議会5会派
女性議員がいないのは
1会派
女性議員比率
42.３％
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全国市区議会女性議員比率 平均 14.8％
（市議会議員の属性に関する調べ 平成２９年８月集計）

女性議員の多い理由は？

○まちの発展。ニュータウン・高学歴な専業主婦。
○消費者運動・市民運動・市民活動が活発。担い手は女性。
→ベッドタウン・まち・暮らしを支える生活者＝女性。

○年功序列・縦社会（の理屈）にまきこまれにくい。
○くらしの「質」にこだわる細やかな視点。
○ネットワーク力・テーマつながり「女性ならでは」。

女性議員の強みは？
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